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№1032 11月1日号
P02　秋季全国火災予防運動期間
P04　11月は「児童虐待防止推進月間」です
P06　女性に対する暴力をなくしましょう
P07　市からのお知らせ
P12　トピックス
P13　情報ひろば
P20　あそぼ〜児童センター
P21　星の館／お誕生日おめでとう
P22　お宝文化百選

今号の表紙
　9月27日に行われた奴国の丘フェスタ2014の風の丘コンサート
の最後に、井上あずみさん（歌手）と、春日市少年少女合唱団、フェス
タ会場の子どもたちが一緒に歌いました（関連12ページ）。
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電気関係
3.5％

たき火
1.8％

たばこ
5.3％

火遊び
5.3％

コンロ
8.8％

放火（疑いを含む）
35％

不明
・

調査中
15.7％

その他
24.6％

火災の出火原因
（平成25年中春日・大野城・那珂川消防本部管内調べ）

命
を
守
る
４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

　
火
災
に
よ
る
死
亡
事
故
の
多
く
は
逃
げ

遅
れ
で
す
。火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、ま

だ
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、す

ぐ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署
管
内
の

現
在
の
設
置
状
況
は
、74
％
で
す（
６
月
１

日
現
在
）。住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②「
防
炎
品
」を
使
用
す
る

　
寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
な
ど
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、燃
え
に
く
い
素
材
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

　
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、初
期
消
火

が
大
切
で
す
。台
所
な
ど
火
の
気
が
あ
る

場
所
に
は
、住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
消
火
器
が
破
裂
す

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。古
い
も
の

や
さ
び
な
ど
で
傷
ん
だ
も
の
は
専
門
業
者

に
回
収
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　
不
審
火
か
ら
住
居
や
身
を
守
る
た
め

に
、ま
た
、高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、普
段
か
ら
近
所
の
人
と
協

力
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

タコ足配線はしない
　1つのコンセントにたくさん
の電化製品をつなぐと、容量を
超え発火する危険があります。
　古い電化製品で、電気コード
が痛んだり熱を持ったりする
場合は使用を止めましょう。
　コンセントが汚れていると
火花が出て発火
する場合がある
ので、定期的に掃
除しましょう。

たばこの火はしっかりと消す
　捨てた吸い殻に火種が残っていると、出火する危険性
があります。たばこの火がきちんと消えていることを確
認しましょう。
　また、寝たばこなどで、畳やふと
んに火種が落ちるとなかなか消え
ず火災につながります。水を掛け、
確実に消火しましょう。

火遊びは絶対にしない
　火遊びは、火災の原因の第3位
です。ライターやマッチなどは、
子どもの手の届かない場所に置
きましょう。

火災を防ぐ４つの習慣

コンロを離れるときは、火
を消す
　てんぷら油は、加熱し続け
ると15 〜 20分で発火します。
コンロ使用中の訪問者への応
対や長電話など
は、必 ず 火 を 消
してからにしま
しょう。

秋季全国火災予防運動期間秋季全国火災予防運動期間
11月９日～15日は

火災が発生しやすい時季になりました。
予防の習慣と対策で、火災から身を守りましょう。

問い合わせ先　安全安心課
消防防災担当

　☎（584）1111
F（584）1143
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消防情報メールに登録を

　春日・大野城・那珂川消防本部は、管轄
内で発生した「火災情報」と消防本部の

「お知らせ」のメール配信サービスを行っ
ています。
登録方法
(1）携帯電話やパソコンから、「kon119@

entry.mail-dpt.jp」へ空
メールを送信する（携帯
電話はＱＲコードから
も可）。

(2）届いた仮登録の受付メールの、記載
URLをクリックして本登録を行う。

(3）登録完了メールが届きサービス開始。
留意事項
▷登録方法など詳しくは、同消防本部

ウ ェ ブ サ イ ト（http://fukuoka.kon 
119.or.jp）を見てください。

▷迷惑メール防止機能でメールが届かな
い場合があります。「kon119@entry.
mail-dpt.jp」と「kon119@harusyo.
jp」を受信できるように設定してくだ
さい。

※当サービスの利用は無料ですが、メー
ル受信時に発生するパケット通信料は
利用者負担です。
問い合わせ先　同消防本部指令課

☎（584）1191
F（584）1240

shirei@kon119.or.jp

地域を守る消防団　団員募集

　消防団は、普段は自分の仕事を行いな
がら、日頃から訓練を積み、火災をはじめ
とする災害から地域を守る存在です。
　同消防団は、地域の安心と安全のため
に、一緒に活動してくれる団員を募集し
ています。消防団に興味のある人は、気軽
に市安全安
心課（市役所
３階）まで連
絡してくだ
さい。

△消防訓練を行う消防団員
たち

初期消火活動

　「火事だ！」と大声を出し、隣近所に
知らせましょう。
　ただちに１１９番を！

　出火から３分以内が自分で消火で
きる限界！
　消火器だけでなく、毛布や濡らした
タオルも消火に有効です！

　天井まで火が燃え上がったら、すぐ
に避難を！
　避難するときは子どもや高齢者を優
先しましょう！

①

②

③

　火災の被害を最小限にするためには、初期消火活動が重要で
す。下記の絵のように初期消火活動を行いましょう。

 



　
　「
子
ど
も
虐
待
」
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
子
ど
も
虐
待
と
は
、親
や
、親
に
代
わ
る
保
護
者
に
よ
っ

て
、子
ど
も
の
心
と
体
に
加
え
ら
れ
る
有
害
な
行
為
で
あ
り
、

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。具
体
的
に
は
、次
の
行
為
な
ど
を
指

し
ま
す
。

県
内
の
子
ど
も
虐
待
の
現
状

　
福
岡
県
内（
政
令
市
を
除
く
）の
児
童
相
談
所
で
の
子

ど
も
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、平
成
24
年
度
、１
０
３
７
件

と
、初
め
て
１
０
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　

虐
待
の
種
類
別
で
み
る
と
、ネ
グ
レ
ク
ト
が
４
２
４
件

（
41
％
）、次
い
で
身
体
的
虐
待
が
３
９
１
件（
18
％
）で
し
た
。

　
ま
た
、虐
待
に
よ
っ
て
、子
ど
も
を
児
童
相
談
所
な
ど
に
一

時
的
に
入
所
さ
せ
る「
一
時
保
護
」の
措
置
を
受
け
た
同
年
度

の
実
人
数
は
４
１
７
人
で
、毎
年
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

春
日
市
の
現
状

　
平
成
25
年
度
の
春
日
市
に
お
け
る
虐
待
相
談
対
応
件
数

は
１
３
５
件
で
、前
年
度
比
で
17
件
増
え
ま
し
た
。

　
虐
待
者
別
で
み
る
と
、実
母
が
１
０
１
件（
75
％
）、実
父

が
24
件（
18
％
）で
す
。

　

種
類
別
で
は
、国
の
調
査
に
よ
る
と
身
体
的
虐
待
が
最

も
多
い
の
で
す
が
、春

日
市
で
は
ネ
グ
レ
ク

ト
が
約
半
数
を
占
め

て
い
ま
す（
表
１
）。

　

年
齢
別
割
合
で
は
、

７
歳
か
ら
12
歳
の
小

学
生
が
58
件（
43
％
）

と
最
も
多
く
、次
い
で 

４
歳
か
ら
６
歳
の
未 

就
学
児
が
31
件（
23 

％
）、中
学
生
が
26
件（ 

19
％
）で
す（
表
２
）。

　「児童虐待（以下子ども虐待）」は、統計を取り始めた平成２年から一貫して増え続けています。
　「子ども虐待」は特別な家庭で起こっているのではありません。どこでも誰にでも起こりうるこ
となのです。
　この機会に、虐待の現状について学んでみましょう。

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当
☎（584）1010　F（584）7739

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト（養育放棄）

心理的虐待

殴る、蹴る、激し
く揺さぶる、や
けどを負わせ
る、溺れさせる、
冬の戸外に閉め
出すなど

子どもにわいせ
つな行為をす
る・させる、性器
や性交を見せ
る、ポルノ写真
の被写体に撮影
を強要するなど

適切な食事を与
えない、風呂に入
れない、乳幼児を
残したまま度々
外出する、重い病
気になっても病
院に連れて行か
ないなど

言葉で脅す、無視
する、他のきょう
だいと激しく差
別する、子どもの
目の前で家族に
対して暴力をふ
るうなど

性的虐待（3％）

身体的虐待
（32％）

ネグレクト
（49％）

心理的虐待
（16％）

（表1）

乳児
（9％）
乳児
（9％）

高校生その他
（6％）

中学生
（19％） 幼児

（23％）
小学生
（43％）（表2）

11月は「児童虐待防止推進月間」です

SOS児童（子ども）虐待の を見逃さないで！！を見逃さないで！！
　〜ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪〜（2014年厚生労働省・内閣府児童虐待防止キャッチフレーズ）

△春日市の虐待種別の内訳△春日市の虐待を受けた
子どもの年齢別割合
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オレンジリボンってな〜に？

　２００４年に幼い兄弟が、
父親の友人から再三にわたって暴
行を受け、息も絶え絶えの状態で、
橋の上から川に投げ込まれて命を
奪われるという痛ましい事件が起
こりました。
　この事件をきっかけとして、
２００５年から子ども虐待防止を
目指してオレンジリボン運動が始
まりました。オレンジリボン運動
は、「子ども虐待のない社会の実
現」を目指す市民運動であり、オレ
ンジリボンはそのシンボルマーク
です。
　特定非営利活動法人児童虐待防
止全国ネットワークは、オレンジ
リボン憲章を次のとおり定めてい
ます。
▷私たちは、こどものいのちと心
を守ります。
▷私たちは、家族の子育てを支援
します。
▷私たちは、里親と施設の子育て
を支援します。
▷私たちは、地域の連携を広げま
す。
　オレンジリボンは、市内公共施
設などに置いていますので、自由
に使ってください。
　一人一人が考え、子ども虐待の
ない社会を作りましょう。

　
　
な
ぜ「
子
ど
も
虐
待
」の
相
談
が
増
え
た
の
？

○
家
庭・地
域
の
養
育
力
の
低
下

　
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、子
育
て
し
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。昔
は
、大
家
族
の
中
で
親
戚
や
地
域
の

人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
み
ん
な
で
子
育
て
を
し
て
い

ま
し
た
が
、現
在
は
家
庭
で
の
子
育
て
が
孤
立
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

○
子
ど
も
虐
待
の
認
識
の
広
ま
り

　
悲
惨
な
事
件
が
報
道
さ
れ
た
り
、制
度
改
正
や
広
報
の

強
化
が
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、多
く
の
人
が「
子
ど

も
虐
待
」と
い
う
社
会
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
子
ど

も
虐
待
に
関
す
る
情
報
が
、児
童
相
談
所
に
届
き
や
す
く

な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

自
分
の
中
の
イ
ラ
イ
ラ
に
気
付
い
た
ら
、一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、周
り
の
人
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い

○
子
育
て
仲
間
と
話
を
し
た
い
と
き

▽
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
）

▽
須
玖・光
町・毛
勝・

白
水
児
童
セ
ン

タ
ー

▽
保
育
所・
幼
稚
園

（
お
さ
そ
い
行
事
）

▽
子
育
て
サ
ロ
ン

○
相
談
に
の
っ
て
も
ら

い
た
い
と
き

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
４
）１
０
１
５（
相
談
専
用
）

　
F（
５
８
４
）７
７
３
９

▽
市
健
康
課

　
☎（
５
０
１
）１
１
３
４

　
F（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
主
任
児
童
委
員　
民
生・児
童
委
員

「
虐
待
で
は
？
」と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
相
談・通
告
を

　
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
４
）１
０
１
０

　
F（
５
８
４
）７
７
３
９

▽
福
岡
児
童
相
談
所

　
☎（
５
８
６
）０
０
２
３

　
F（
５
８
６
）０
０
４
４

私
た
ち
が
相
談
に
乗
り
ま
す
！

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、私
た
ち

職
員
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、近
所
で
気
に
な
る
子
ど
も
や
保
護
者
を
見

か
け
た
ら
、あ
い
さ
つ
程
度
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
護
者
に
と
っ
て
温
か
い
声
掛
け
が
、心
の
支
え

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
に
、優
し
い

ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
！

△子育て支援課職員
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■DV相談窓口
相談窓口 相談日 相談時間 問い合わせ先

春日市男女共同参画センター 月〜金曜日（祝日・年末年始除く） 午前8時30分〜午後5時 ☎（584）1202

筑紫保健福祉環境事務所 月〜金曜日（祝日・年末年始除く） 午前8時30分〜午後5時15分 ☎（584）0052

福岡県女性相談所 月〜金曜日（祝日・年末年始除く） 午前9時〜午後5時15分 ☎（711）9874

福岡県配偶者からの暴力相談
電話（夜間・休日相談電話）

月〜金曜日（年末年始除く） 午後5時15分〜午前0時
☎（716）0424

土・日曜日、祝日（年末年始除く） 午前9時〜午前0時

ちくし女性ホットライン 月〜金曜日（祝日・年末年始除く）
午前10時〜午後5時
（木曜日のみ午後8時30分まで）

☎（513）7335

福岡県男女共同参画センター
あすばる 火〜日曜日（盆・年末年始除く）

午前9時30分〜午後4時
（金曜日のみ午後6時〜8時30
分も相談可）

☎（584）1266

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）な
ど

の
暴
力
や
性
犯
罪
、セ
ク
ハ
ラ（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）、ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は・・・

　
親
密
な
関
係
に
あ
る
、ま
た
は
、あ
っ
た

者
か
ら
の
支
配
的
な
行
動
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。Ｄ
Ｖ
は
、夫
婦
間
だ
け
で
な
く
、高

校
生
や
大
学
生
な
ど
の
恋
人
同
士
の
間
で

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、若
者
の
間
で
起
こ
る
Ｄ

Ｖ
を「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
種
類

　
Ｄ
Ｖ
に
は
、殴
る
蹴
る
な
ど
の
身
体
的

暴
力
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

暴
力
が
あ
り
ま
す
。

⑴
身
体
的
暴
力

　
殴
る・
蹴
る・
物
を
投
げ
つ
け
る・
髪

の
毛
を
引
っ
張
る
な
ど

⑵
精
神
的
暴
力

　
大
声
で
怒
鳴
る・侮
辱
す
る・無
視
す

る・携
帯
電
話
を
無
断
で
調
べ
る・束
縛

す
る
な
ど

⑶
性
的
暴
力

　
性
行
為
を
無
理
強
い
す
る・
避
妊
に

協
力
し
な
い
な
ど

⑷
経
済
的
暴
力

　
生
活
費
を
渡
さ
な
い・借
金
さ
せ
る・

常
に
デ
ー
ト
代
な
ど
を
払
わ
せ
る・
貢

が
せ
る
な
ど

※
Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
犯
罪

と
な
る
行
為
で
す
。た
と
え
、夫
婦
や
恋

人
、パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
て
も
、あ
な
た

に
暴
力
を
振
る
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

独
り
で
悩
ま
な
い
で・・・

　
ま
ず
は
、周
り
の
人
や
相
談
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
は
、Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
基
本
的
な
内

容
や
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
啓
発
す
る

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

　
託
児（
無
料
、生
後
５
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
、11
月
14
日
㈮
ま
で
に
要
申
し

込
み
）と
手
話
通
訳
も
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈫

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　
男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

内
容　

暴
力
で
は
解
決
し
ま
せ
ん
！

「
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！
夫
婦

間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
こ
と
」〜
裁

判
の
現
場
で
見
る
Ｄ
Ｖ
の
実
態
〜

講
師　
春は

る
た田
久く

み

こ
美
子
さ
ん（
弁
護
士
）

申
込
方
法　
11
月
20
日
㈭
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
nasan@

city.kasuga.
fukuoka.jp

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
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平
成
26
年
度
市
民
税・
県
民

税
が
非
課
税
の
人
に「
臨

時
福
祉
給
付
金
」を
、課
税
さ
れ
る

児
童
手
当
の
受
給
者
に「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
請
受
付
期
間
を
12
月
26

日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。ま
だ
申

請
を
し
て
い
な
い
人
は
、申
請
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
電

話
な
ど
で
答
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
審
査
に
は
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
、所
定
の
書
類
が

揃
っ
て
い
る
か
を
再
度
確
認
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
12
月
26
日
㈮　
午
後

５
時（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽
春
日
市
２
つ
の
給
付
金

http://w
w

w
.city.ka 

suga.fukuoka.jp/tet 
u

zu
ki/fu

ku
si/rin

ji 
fukusi.htm

l

▽
厚
生
労
働
省
２
つ
の
給
付
金

http://w
w

w
.2kyufu.

jp/

２つの給付金申請受付期間を延長
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

今
年
の
４
月
か
ら
、春
日
市
の
市
税
や
料
金
の

う
ち
、バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
市
役
所
や
指
定
金
融
機
関

に
加
え
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
納
付
書
の
裏
面

に
記
載
）で
の
納
付
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税・都
市

計
画
税
、軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
）、介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）、市

営
住
宅
使
用
料

利
用
で
き
な
い
納
付
書

▽
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の

▽
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

▽
指
定
納
付
期
限
を
経
過
し
た
も
の

▽
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

▽
汚
れ
て
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

注
意
点

▽
納
付
書
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
な
ど
で
と
じ
な
い
で
く
だ

さ
い

▽
領
収
証
書
と
レ
シ
ー
ト
を
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い

▽
現
金
以
外（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、電
子
マ
ネ
ー
、

小
切
手
、商
品
券
な
ど
）で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

▽
納
付
書
を
冊
子
形
式
か
ら
単
票（
１
枚
ず
つ
）に
変

更
し
て
い
ま
す
の
で
、期
別
を
間
違
え
た
り
、紛
失

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
た
場
合
、市

役
所
で
納
付
が
確
認
で
き
る
ま
で
に
約
２
週
間
か

か
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
の
間
に
納
税
証
明
書
や
滞

納
の
な
い
証
明
書
を
取
得
す
る
際
は
、領
収
証
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市税はコンビニでの納付も可能です
納税課 納税管理担当　☎（584）1111　F（584）1141

秋のクリーン作戦に参加しましょう

　11月９日㈰に、市内で秋のクリーン作戦を行います。
　日頃利用している道路や公園などをきれいにするとと
もに、｢ポイ捨て防止｣など市民一人一人のマナー向上
も目的にしています。
　美しい街づくりのために、家族みんなでクリーン作戦
に参加しましょう。

※クリーン作戦に便乗して、自転車や陶器・金属類、
せん定枝葉、粗大ごみなどを捨てることは、絶対にし
ないでください。

問い合わせ先　春日市自治会連合会（地域づくり課
内）
☎（５８４）１１１１　F（５８４）１１５３

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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自
動
車
関
連
税
制
の
見
直
し
に
伴
い
、原
動
機
付

自
転
車
、小
型
特
殊
、軽
二
輪
お
よ
び
小
型
二
輪

の
税
額
を
表
1
の
と
お
り
、平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
、新
規
検
査
を
受
け
る
三・四
輪
の
軽
自
動
車
の
税
額

を
表
２
の
と
お
り
引
き
上
げ
ま
す
。

※
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
規
検
査
を
受
け
て
い

れ
ば
、新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、翌

年
以
降
も
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
転
入
し
た
場
合
や
廃
車
す
る
場
合
は
、す
ぐ
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車の税額引き上げ
税務課 市民税担当　☎（584）1111　F（584）1141

高
額
療
養
費
の
請
求
や
確
定
申
告
で

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
は
、

添
付
資
料
と
し
て
、医
療
機
関
や
薬
局
の

領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、診
療
明
細
書
は
、診
療
内
容
が
項

目
ご
と
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、ど

の
よ
う
な
治
療
が
行
わ
れ
、ど
れ
だ
け
の

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
診
療
内
容
に
疑
問
や
不
安
が
あ
る
と
き

は
、明
細
書
に
基
づ
い
て
医
師
や
薬
剤
師

に
具
体
的
に
質
問
を
し
た
り
、自
分
で
調

べ
た
り
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、明
細
書
を
保
管
し
て
お
け
ば
、初

め
て
行
く
医
療
機
関
な
ど
で
、以
前
に
受

け
た
診
療
の
内
容
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
一
部
の
医
療
機
関
で
は
、診
療
明
細
書

が
有
料
も
し
く
は
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

車両区分 平成26年度
までの税額

平成27年度
からの税額

原付

50cc以下 1000円 2000円
50cc超〜90cc以下 1200円 2000円
90cc超〜125cc以下 1600円 2400円
ミニカー 2500円 3700円

小型特殊
農耕作業用 1600円 2400円
その他 4700円 5900円

軽二輪（125cc超〜250cc以下） 2400円 3600円
小型二輪（250cc超） 4000円 6000円

車両区分
平成27年3月
31日までに新

規検査

平成27年4月
１日以降に新

規検査

新規検査から13
年を経過したもの

（重課税）
税額 税額 税額

三輪 3100円 3900円 4600円

四輪以上
乗用

営業用 5500円 6900円 8200円
自家用 7200円 1万800円 1万2900円

貨物用
営業用 3000円 3800円 4500円
自家用 4000円 5000円 6000円

■二輪軽自動車税の税額の引き上げ（表1）

※グリーン化を進めるため、平成28年度以降、最初の新規検査から13年を経過した三輪以上
の軽自動車には重課税が適用されます。

※軽自動車税は、4月1日現在所有の車に課税されます。
※新規検査とは、今までに車両番号の指定を受けたことのない軽自動車を、新たに使用しようと

するときに受ける検査のことです。

■四輪以上および三輪の軽自動車税の税額の引き上げ（表2）

医療機関・薬局の領収書や診療明細書の保管
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141
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健
康
や
医
療
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、国
民
健
康
保
険

（
国
保
）の
各
世
帯
に
、年
６
回
、医
療
費
通

知（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）を
届
け
て
い
ま

す
。

　

医
療
費
は
、国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
保
税
と
国・
県
か

ら
の
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
通
知
の
内
容
を
参
考
に
、医
療
費

負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、無
駄
な
医
療
費
を
減

ら
す
な
ど
、国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医療費通知を知っていますか
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

クリーンパーク南部のごみの受け入れを終了

　老朽化による建て替え工事に伴い、燃えるごみの焼却
処理施設であるクリーンパーク南部（福岡市南部工場）へ
のごみの自己搬入の受け入れを、平成27年３月31日で終了
します。
　４月１日からは、事前に予約をして、クリーンパーク臨海

（福岡市東区箱
はこざき

崎ふ頭
とう

４ー 13ｰ42）またはクリーンパーク
西部（福岡市西区拾

じゅうろくちょう

六町１１９１）に持ち込むか、地区の担
当収集業者に臨時収集を依頼してください。
　新工場での受入開始時期については、決まり次第、市
報や市ウェブサイトでお知らせします。
　なお、ごみの収集については通常どおりです。

予約先　福岡市自己搬入ごみ事前受付サービス（http: 
//uketuke-kankyo.city.fukuoka.lg.jp/eco/
home.do） 

問い合わせ先　
ごみ減量推進課
☎（５８４）１１11　
F（５８４）１１４７

９
月
に
行
っ
た
、建
設
工
事
の
入
札 

結
果
１
件（
契
約
金
額
５
０
０
０ 

万
円
以
上
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
小
倉
第
２
雨
水
貯
留
施
設
築
造
工
事

期
間　
９
月
30
日
〜
平
成
28
年
１
月
29

日

契
約
金
額　
８
億
６
４
０
０
万
円

工
事
業
者　

三
井
住
友・
𠮷
山
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

市発注の建設工事の入札結果
財政課 契約担当　☎（584）1111　F（584）1145

こ
の
調
査
は
、小
学
６
年
生
と
中
学
３
年

生
を
対
象
に
、学
習
の
定
着
状
況
や
学

習
に
関
す
る
意
識
な
ど
を
調
査
し
、学
力
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
４
月
22
日
に
行
わ
れ
た
同
調
査
の
春
日

市
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
各
学
校
は
、毎
年
度
、学
力
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、学
力
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

平成26年度全国学力・学習状況調査　春日市の結果を公表
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

小学校 中学校
国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B

春日市 76.6 59.3 80.5 60.4 81.7 54.4 73.5 65.4
福岡県 72.0 54.4 77.7 57.4 78.4 49.6 65.6 57.8
全 国 72.9 55.5 78.1 58.2 79.4 51.0 67.4 59.8

■春日市の結果（全国、福岡県との比較）

※「A」は主に知識に関する問題、「B」は主に活用に関する問題です。
※上記の数値は平均得点です。

クリーンパーク西部

クリーンパーク南部

クリーンパーク臨海

福岡市役所福岡市役所

春日市役所春日市役所
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県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
第
６
次
）に
基
づ
き
、

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
50
床
か
ら

１
０
０
床
に
増
床
さ
れ
ま
し
た
。

　
利
用
す
る
際
は
、介
護
保
険
の
要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
、施
設
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

整
備
施
設　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
す
が
の
郷（
塚

原
台
３
ー
１
２
９
）

開
設
日　
11
月
１
日

整
備
増
床
量　
50
床

申
込
先　
同
ホ
ー
ム
か
す
が
の
郷

☎（
５
９
５
）６
０
６
０

F（
５
９
５
）６
３
６
１

特別養護老人ホームを整備
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

市
は
、国
民
健
康
保
険（
国
保
）事
業
の

運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た

め
、「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。委
員
は
、年
に
３
回
程
度
の
会

議
に
出
席
し
て
、国
保
事
業
の
運
営
に
関
す

る
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
、被
保
険
者
を
代
表
し
、委
員
と
し
て

活
動
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
春
日
市
国

保
の
被
保
険
者（
春
日
市
国
保
の
加

入
者
）で
、国
保
事
業
の
運
営
に
関
心

が
あ
る
人

※
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

任
期　
任
用
決
定
日
〜
平
成
27
年
7
月
31
日

報
酬　
会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０
０
円

（
別
途
、旅
費
と
し
て
１
０
０
０
円
支

給
）

募
集
人
員　
１
人

選
考
方
法　

書
類
審
査
、面
接（
書
類
審
査

後
、対
象
者
へ
通
知
）

応
募
方
法　

12
月
１
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
て
、提
出

す
る（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
、国
保
年
金
課
窓
口（
市
役
所
１

階
）に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市
役
所

１
階
、〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

春日市国民健康保険運営協議会委員募集
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

工事のため見学ができません
奴国の丘歴史公園内覆屋

　奴国の丘歴史公園内の覆屋（ドーム）を修理するた
め、見学を一時中止します。工事期間中は危険ですの
で、立ち寄らないでください。
工事期間　11月1日〜12月26日（予定）
問い合わせ先　文化財課管理担当

☎（５01）1144　F（５73）1077

国
民
年
金
保
険
料
は
、そ
の
納

付
金
額
が
、所
得
税
と
市
町

村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。　

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
な

今
年
１
年
間
に
納
付
し
た
額
の「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」が
、11
月（
10
月
1
日
以
降

に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る

人
は
、翌
年
２
月
）に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
は
、そ
の
納
付
額

の
全
額
が
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、併
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

F（
５
４
１
）７
６
４
９

▽
日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
11
月
４
日
㈫
〜
平
成

27
年
３
月
16
日
㈪
）

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

※
電
話
番
号
が
０
５
０
で
始
ま
る

電
話
機
か
ら
は
、☎
０
３（
６
７ 

０
０
）１
１
４
４
に
か
け
て
く
だ

さ
い
。

国民年金保険料控除証明書の送付
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141
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市
内
保
育
所
で
保
育
業
務
に
携
わ
る
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
保
育
士
証
を
有
す
る
人

任
用
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年

３
月
31
日

勤
務
日
数　

週
５
日（
月
〜
土
曜
日
の
交
替
制

勤
務
）

勤
務
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち
７

時
間
30
分（
途
中
60
分
の
休
憩
あ
り
）

※
時
差
出
勤
に
よ
る
交
替
勤
務
で
す
。

勤
務
場
所　
市
立
保
育
所（
昇
町・須
玖
）

報
酬　
月
額
18
万
６
０
０
円
程
度（
有
給
休
暇・

社
会
保
険
あ
り
、賞
与・交
通
費
な
し
）

募
集
人
員　
若
干
名

応
募
方
法　

11
月
7
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、履

歴
書（
志
望
動
機
も
記
入
）と
保
育
士
証

の
写
し
を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

選
考
方
法　
面
接
試
験（
11
月
29
日
㈯
）

※
時
間
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
先　

こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当（
市
役

所
２
階
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

保育士（嘱託）を募集します
こども未来課 保育所担当　☎（584）1111　F（584）1115

11月17日〜12月1日
市民図書館を休館

　蔵書点検とコンピュータ機器の入れ替え
作業のため、11月17日㈪から12月1日㈪ま
で、図書館を休館します。移動図書館たんぽ
ぽ号も運休します。休館中の本の返却は、返
却ポストを利用してください。
問い合わせ先　社会教育課図書館担当（市

民図書館内）
☎（５８４）４６４６
F（５８４）３９００

春
日
市
の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対

象
に
、年
末
調
整
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー

１
）

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　
年
末
調
整
関
係
書

類（
案
内
状
同
封
）

※
事
前
に
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、説
明
会
に
出
席
す
る
と
き
は
、必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
税
務
署
法
人
課

税
第
１
部
門
源
泉
担
当

☎（
９
２
３
）１
４
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、「
２
」を
選

択（
プ
ッ
シ
ュ
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
ル
）し

て
く
だ
さ
い
。

平成26年分給与所得の年末調整説明会
税務課 市民税担当　☎（584）1111　F（584）1141

筑慈苑（火葬場）
11月26日は秋季休業日

　施設点検のため、11月26日㈬は、筑慈苑
（火葬場）を休業します。
　なお、葬斎施設と霊安室は、通常どおり利
用することができます。
問い合わせ先　筑慈苑受付窓口

☎（９２６）１８９２
F（９２６）１８８１



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

電気について学ぼう
大和保育所環境講話

　同保育所は、子どもたちが色々な本物に触れる体験をすることを目的に、
年に4、5回、さまざまな講師を招き講話を行っています。今回金

かなまる
丸先生（福

岡市立博多工業高校教師）を講師に、5歳児の園児27人が、果物やＬＥＤラ
イトを使い、電気について学びました。
　実験でレモンやリンゴに導線をつなぎ、音楽が流れると子どもたちは大興奮。園児たちも１人１つのＬＥＤライトを
電池につなぎ光るのを確認するなど化学を体感しました。
　大

おおさと
里保育所長は「今日のような体験がいつか芽ぶき、未来の化学者の誕生を願っています」と語りました。

リ
ン
ゴ
に
導
線
を
つ
な
ぎ
、時
計
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
園
児

弥生の里かすが

奴国の丘フェスタ2014
　9月27日、奴国の丘歴史資料館で奴国の丘フェスタ2014を開催し、１９００人
が来場しました。
　普段はなかなか立ち入れない資料館の作業室などを文化財技師が案内する資
料館バックヤードツアーや、火おこし体験、また、鋳

い も の
物、勾

まがたま
玉、ガラス玉作成など

古代の知恵を学ぶ体験広場などを実施。大人も子どもも見学したり熱心に作品
を作ったりと楽しみました。
　また、資料館展示室では、水城・大野城・基

きいじょう
肄城築造1350年記念事業として、小水城を展示した考古企画展（11月3日

まで開催）も同時開催しました。
　午後は、野外ステージで風の丘コンサートを開催。新しくなったかすがくんとあすかちゃんのお披露目の後、市民に
よる土笛演奏、春日市少年少女合唱団による合唱、水城の版築実演、和

わ だ
田名

な お こ
保子さんのオカリナ演奏、井

いのうえ
上あずみさんに

よるコンサートと盛りだくさん。井上さんのコンサートの最後には、同合唱団や来場していた子どもたちもステージに
集い、みんなでスタジオジブリのアニメ映画の主題歌を熱唱。会場が一体となって、奴国の丘フェスタを楽しみました。

田川由美さん

JICAボランティアとしてコロンビアへ
　春日東小学校教諭の田

た が わ
川由

ゆ み
美さんが、J

ジャイカ
ICAボランティアとして、９月30日か

ら南米コロンビアのアルメニア市に派遣されました。
　田川さんは、現地の先生や先生を目指す学生たちに対し、算数の授業の研修会
を開いたり、授業の在り方について助言したりする予定です。
　９月22日、出発の報告のため市役所を訪れた田川さんは「７〜８年前に世界の
子どもたちの教育格差を埋める手伝いがしたいと思ったのがきっかけで今回、JICAに応募しました。現地の子どもた
ちのために、現地の先生たちに算数教育の指導方法などを伝え、また、日本に帰ってきて、現地で学んだこと感じたこと
を今度は日本の子どもたちに還元できたらと思います」と意気込みを語りました。

ＪＩＣＡボランティアでコロンビアに
派遣された田川さん

低温で溶ける特殊な金属を使って銅鏡
を作る鋳物作り体験

12市 報 か す が
平成26年11月1日
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イ
ベ
ン
ト

開
催
し
ま
す

夜
の
図
書
館

　

図
書
館
は
、閉
館
後
の
図
書
館
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
、「
夜
の
図
書
館
」を
開
催
し

ま
す
。

　
会
場
内
に
あ
ん
ど
ん
を
点
灯
し
、幻

想
的
な
空
間
の
中
で
、楽
器
演
奏
や
お

話
し
会
、星
の
工
作
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
い
ま
す
。子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
本
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
9
日
㈰

午
後
６
時
10
分
〜
８
時

場
所　
市
民
図
書
館
内（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課
図
書
館

担
当（
市
民
図
書
館
内
）

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

ふ
く
お
か・み
ん
な
で
家
族
月
間

家
族
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

家
族
連
れ
プ
ー
ル
無
料
開
放
、ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、鉄
棒
教
室
、物
作
り
体

験
、点
字
体
験
な
ど
、家
族
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯
、16
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

総
合
案
内

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

11
月
は
科
学
月
間

フ
ク
オ
カ・サ
イ
エ
ン
ス
マ
ン
ス

　
主
に
小
学
生
を
対
象
に
、科
学
実
験

や
藍
染
め
体
験
、マ
イ
ナ
ス
30
度
の
世

界
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

対
象　
小・中・高
校
生
、一
般

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
受
付

／
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

※
雨
天
時
も
開
催
し
ま
す
。

場
所　

福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

化
学
繊
維
研
究
所（
筑
紫
野
市

上か
み
こ
が
古
賀
３
ー
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
研
究
所

☎（
９
２
５
）７
７
２
１

F（
９
２
５
）７
７
２
４

健　

康

参
加
者
募
集

は
じ
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

　

市
内
に
居
住
す
る
50
歳
以
上
の
人

を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。体
幹
を
鍛

え
、姿
勢
改
善
に
効
果
的
な
運
動「
ピ
ラ

テ
ィ
ス
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。運

動
を
初
め
て
行
う
人
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈪

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
35
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い
服

装
、水
筒
、タ
オ
ル

申
込
方
法　
11
月
４
日
㈫
以
降
に
、電

話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

紅
葉
色
づ
く
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
、ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
一

緒
に
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。体
力
に

合
わ
せ
て
７
㎞
と
４・
５
㎞
の
２
つ
の

コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
／
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、水
筒
、帽

子
、歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

Ｈ
Ｉ
Ｖ
休
日
迅
速
検
査

　
同
事
務
所
は
、世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

併
せ
て
、Ｈ

エ
イ
チ
ア
イ
ブ
イ

Ｉ
Ｖ
休
日
迅
速
検
査（
無

料・匿
名
）を
行
い
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。

　

平
日
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　
12
月
７
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

※
同
検
査
の
他
、梅
毒
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
、

り
ん
菌
の
検
査
も
、毎
週
火
曜
日（
午

前
９
時
〜
11
時
）に
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　
同
事
務
所（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎
１

階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所
保
健
衛
生

課
感
染
症
係

☎（
５
８
２
）２
５
２
２

F（
５
１
３
）５
５
９
８

福　

祉

平
成
26
年
度
福
岡
県
沖
縄
地
域

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
地
域
で
の

福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
と
、一
般
戦
災

死
没
者
を
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
資
格　
先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄

地
域
で
の
同
県
出
身
の
戦
没
者

お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
配

偶
者
、父
母
、子
や
兄
弟
姉
妹

で
、福
岡
県
に
居
住
す
る
人

日
程　
平
成
27
年
１
月
22
日
㈭
〜
23
日

㈮（
追
悼
式
日
時
は
、１
月
22
日

㈭
、午
後
３
時
〜
４
時（
予
定
））

場
所　
福
岡
の
慰
霊
の
塔（
沖
縄
県
糸い

と

満ま
ん
市
）

方
式　
無
宗
教
献
花
方
式

募
集
人
員　
20
人

申
込
方
法　
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
一
般
財
団
法

人
福
岡
県
遺
族
連
合
会

☎（
７
６
１
）０
０
１
２

F（
７
８
１
）２
０
５
６

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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第
12
回
ぶ
ど
う
の
庭
で
あ
い
祭

〜
ぶ
ど
う
の
庭
で
会
い
ま
し
ょ
う
〜

　
「
ぶ
ど
う
の
庭
で
あ
い
祭
」は
、市
民

や
市
民
団
体
の
活
動
紹
介
を
行
い
、市

民
公
益
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
、市
民

の
た
め
の
市
民
に
よ
る
手
作
り
の
お

祭
り
で
す
。販
売
、飲
食
、展
示
の
コ
ー

ナ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
一
日
で
す
。

　
九
州
場
所
の
た
め
、ぶ
ど
う
の
庭
を

宿
舎
に
し
て
い
る
芝し

ば
た
や
ま

田
山
部
屋
の
力
士

た
ち
も
、祭
り
に
参
加
し
ま
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
２
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

内
容

〇
市
民
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

み
そ
汁
、玄
米
お
に
ぎ
り
、手
打
ち

そ
ば
、焼
き
イ
モ
、ボ
ル
チ
モ
ア
カ

レ
ー
、も
ち
つ
き
、石
窯
ピ
ザ
、チ
ヂ

ミ
、綿
菓
子
、手
作
り
パ
ン
、手
作
り

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
、コ
ー
ヒ
ー
、手
作
り

小
物
、手
作
り
フ
ェ
ル
ト
作
品
他

〇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

▽
午
前
９
時
50
分
〜
10
時　

惣
利
酔
狂
ち
ん
ど
ん
一
座（
ち
ん

ど
ん
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

▽
午
前
10
時
40
分
〜
午
後
１
時
30
分

キ
ー
ボ
ー
ド・オ
カ
リ
ナ・弾
き
語

り・ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー

▽
午
後
０
時
40
分
〜
２
時　

博
多
流
安や

す

来ぎ
ぶ
し節・
春
日
よ
さ
こ
い

隊
演
舞

〇
市
民
活
動
紹
介
展
示
コ
ー
ナ
ー
他

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

て
い
く
上
で
感
じ
る
こ
と
」な
ど
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
自
主
育
児
サ
ー
ク
ル
や
自
治
会

の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
携
わ
っ
て

い
る
人
や
今
後
活
動
予
定
の
人

日
時　
12
月
１
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
大
会
議
室

内
容　
春
日
市
の
子
育
て
支
援
報
告
、

情
報
交
換
会
な
ど

申
込
方
法　
11
月
14
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
氏
名
、電
話
番
号
、

サ
ー
ク
ル（
サ
ロ
ン
）名
を
伝
え

る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課（
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
か
す
が

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　
会
員
と
市
民
を
対
象
に
、子
育
て
支

援
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
メ

デ
ィ
ア（
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
）と
子
ど
も
と
の

良
い
関
係
作
り
や
、上
手
な
付
き
合
い

方
の
手
掛
か
り
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
、生
後

３
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
、先
着
20
人
）

も
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

演
題　
子
ど
も
の
生
活
と
メ
デ
ィ
ア
〜

メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
を
考
え
る
。今
、大
人
が
で

き
る
こ
と
〜

講
師　
黒く

ろ
だ田
可か

な

こ
奈
子
さ
ん（
子
ど
も
と

メ
デ
ィ
ア
事
務
局
長
公
式
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員　
30
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、筆
記
用

具

申
込
方
法　

11
月
５
日
㈬
〜
19
日
㈬

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku
oka.jp

環　

境

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

廃
油
石
け
ん
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
講
座

　

処
理
に
困
る
家
庭
か
ら
出
る
廃
油

で
、石
け
ん
や
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

参
加
し
ま
せ
ん
か

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
勉
強
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、医
療

関
係
者
、介
護
職
員
、参
加
を
希
望
す
る

人
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　
12
月
７
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
西
棟
５ 

０
２
研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

内
容　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
旅
行（
イ
レ・

ウ
ロ・
コ
ロ
の
各
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
勉
強
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

事
務
局

　
☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
同
会
筑
紫
分
会
長　
西に

し
は
ら原

　
☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

　
F（
５
８
２
）２
７
０
０

子
育
て

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
子
育
て
事
業
支
援
者
交
流
会

　
乳
幼
児
の
健
や
か
な
発
達
と
、保
護

者
の
育
児
不
安
の
解
消
や
友
達
づ
く

り
を
目
的
に
、自
治
会
で
の
子
育
て
サ

ロ
ン
や
自
主
運
営
の
育
児
サ
ー
ク
ル
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
で「
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
」や「
会
を
運
営
し

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
4
日
㈫
〜
12
日
㈬

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuo

ka.jp
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講
演
講
座

あ
す
ば
る
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

　
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
の
日
に「
男

女
で
築
く
新
成
長
戦
略
！
〜
働
く
、

育
て
る
、支
え
合
う
〜
」を
テ
ー
マ
に

フ
ォ
ー
ラ
ム（
集
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
の
他
、体
験
型
講
座
な
ど
、楽
し

く
学
べ
る
多
彩
な
催
し
も
あ
り
ま
す
。

日
程　
11
月
22
日
㈯

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容

▽
第
13
回
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
表
彰

表
彰
式

▽
基
調
講
演

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

演
題　
イ
ク
メ
ン・
カ
ジ
ダ
ン
の
す

す
め
〜
キ
ッ
チ
ン
で
育
む
人

間
力
〜

講
師　
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん（
料
理

研
究
家
）

▽
講
演

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

演
題　
ま
ち
が
元
気
！
審
議
会・
委

員
会
を
市
民
参
画
型
へ
〜
男

女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
〜

講
師　
野の

ぐ
ち口
郁い
く
こ子
さ
ん（
福
岡
県
男

女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
）

※
講
演
後
に
は
、市
長
と
中な

か
し
ま嶋
玲れ
い
こ子

さ
ん（
福
岡
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
前
館
長
）に
よ
る
対
談

も
行
わ
れ
ま
す
。

託
児　
生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児

（
３
０
０
円
、先
着
20
人
）

※
託
児
が
必
要
な
人
は
、11
月
７
日
㈮

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

http://w
w

w
.asubaru.or.jp/

非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
支
援

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
県
は
、非
行
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る

少
年
へ
の
理
解
を
深
め
、社
会
全
体
で

少
年
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム（
集
い
）を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

対
象　
県
民
、立
ち
直
り
支
援
に
関
心

の
あ
る
人

日
時　
11
月
26
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
国
際
会
議
場

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー

１
ー
１
）

内
容　
坂さ

か
も
と本
博ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
会
長
、元
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
）に
よ
る
講
演
他

定
員　
３
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
19
日
㈬
午
後
５
時
ま

で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
、電
子
申
請
の
い
ず
れ

か
で
氏
名
、自
宅
か
勤
務
地
の

市
町
村
名
と
連
絡
先
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
新
社
会
推
進

部
青
少
年
課
指
導
係

☎（
６
４
３
）３
３
８
８

F（
６
４
３
）３
３
８
９

seisho@
pref.fukuoka.lg.jp

ふ
く
お
か
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

http://w
w

w
.shinsei.elg-

front.jp/

春
日
を
学
ぶ
会
定
例
会
員

公
開
講
座
受
講
生
募
集

　
「
春
日
を
学
ぶ
会
」は
、会
員
の
学
び

た
い
知
識
を
み
ん
な
で
学
び
、豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
と
、そ
こ
で
得
た
知

識
を
会
員
か
ら
広
く
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、興
味
関
心
の
あ
る
人
や
見
学
希
望

者
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
定
例
学
習
会

　
健
康
づ
く
り
や
食
中
毒
、世
界
遺

産
な
ど
、会
員
の
学
び
た
い
内
容
を

学
ぶ
学
習
会
で
す
。

日
時　
毎
月
第
１
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

会
費　
年
間
１
０
０
０
円

○
人
権
学
習
会（
公
開
講
座
）

　
「
人
権
」と
は
何
か
。こ
れ
ま
で
学

ぶ
機
会
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
人
向
け

の
、基
本
的
な
内
容
の
講
座
で
す
。

日
時　
12
月
５
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３

内
容　
生
活
の
中
に
見
え
る
人
権

講
師　
廣ひ

ろ　
修し
ゅ
う
じ治
さ
ん（
市
教
育
委

員
会
指
導
主
幹
）

受
講
料　
無
料

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
「
定
例
会
員
希
望
」か「
公

開
講
座
受
講
希
望
」、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
を
学
ぶ

会　
宇う

つ
の
み
や

都
宮

☎（
５
９
２
）７
１
６
１（
F
兼
用
）

太
宰
府
市
男
女
共
同
参
画

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
重

要
な
人
権
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
、考

え
る
機
会
を
設
け
る
た
め
、筑
紫
地
区

４
市
１
町
は
、毎
年
、人
権
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、手
話
通
訳
、要
約
筆

記
、託
児
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
託
児
が
必
要
な
人
は
、前
日
ま
で
に

太
宰
府
市
人
権
政
策
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
人
権
講
演
会

日
時　
12
月
６
日
㈯

午
前
10
時
開
会

場
所　
太
宰
府
市
中
央
公
民
館（
プ

ラ
ム・カ
ル
コ
ア
太
宰
府
）市

民
ホ
ー
ル（
太
宰
府
市
観か

ん
ぜ世

音お
ん
じ寺
１
ー
３
ー
１
）

内
容　

▽
第
１
部　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
午

前
10
時
10
分
〜
10
時
40
分
）

S

サ
ウ
ン
ズ

ounds o

オ
ブf D

ダ

ズ

AZ

に
よ
る
ゴ
ス

ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

▽
第
２
部　
講
演
会（
午
前
10
時
45

分
〜
午
後
０
時
15
分
）

演
題　
亭
主
力
の
時
代
。〜
夫
婦

円
満
の
極
意
、戦
わ
ず
し

て
負
け
る
〜

講
師　
天あ

ま
の野
周し
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん（
全
国
亭

主
関
白
協
会
会
長
）

※
進
行
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
人
権
パ
ネ
ル
展

▽
筑
紫
地
区
と
福
岡
法
務
局
に
よ
る

人
権
と
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示

▽
春
日
市
に
よ
る「
人
権
の
花
運
動
」

（
白
水
小
学
校
）の
パ
ネ
ル
展
示

場
所　
プ
ラ
ム・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府

ホ
ワ
イ
エ

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
太
宰
府
市
人

権
政
策
課
人
権・同
和
政
策
係

☎（
９
２
１
）２
１
２
１（
内
５
４
２
）

F（
９
２
１
）３
６
６
７
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○
古
布
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
も

う
！

　
春
日
市
の
家
庭
か
ら
出
る
古
着

な
ど
の
古
布
類
は
、燃
え
る
ご
み

の
約
７
％
を
占
め
て
お
り
、年
間

約
２
０
０
０
ト
ン
に
も
達
し
て
い

ま
す
。

　
使
わ
な
く
な
っ
た
古
布
類
は
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

○
古
布
リ
サ
イ
ク
ル

　
古
着
、毛
布
、セ
ー
タ
ー
、タ
オ

ル
な
ど
の
繊
維
製
品
は
、リ
サ
イ

ク
ル
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
繊
維
や

ウ
エ
ス（
工
業
用
の
雑
巾
）な
ど
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
古
布
類
は
、燃
え
る
ご
み
に
出

さ
ず
に
、自
治
会
や
子
ど
も
会
な

ど
が
行
う
資
源
物
の
集
団
回
収
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、団
体
に
よ
っ
て
は
古
布

の
回
収
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
各
団
体

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

▽
他
の
品
に
付
着
す
る
よ
う
な
汚

れ
や
臭
い
が
あ
る
も
の

▽
綿
な
ど
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
も

の（
座
布
団
、ぬ
い
ぐ
る
み
、ダ

ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
）

ご
み
減
量
推
進
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と

受
講
し
ま
せ
ん
か

県
民
講
座
２
０
１
４

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で

す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈯

午
後
１
時
10
分
〜
４
時
20
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
福
岡

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

内
容・講
師

▽
可
能
性
の
芸
術
〜
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ

の
道
〜

松ま
つ
ざ
わ澤
佐さ

わ

こ
和
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・
ア
ー
ト
理
事

長
）

▽
学
校
で
の
適
応
に
苦
戦
す
る
子
ど
も

た
ち
〜
効
果
的
な
支
援
や
指
導
を
も

と
め
て
〜

納の
う
と
み富
恵け
い
こ子
さ
ん（
福
岡
教
育
大
学
教

職
大
学
院
教
授・医
師
）

申
込
方
法　

11
月
22
日
㈯
ま
で
に
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
 

w
.fukuokaken-jinken.

or.jp

）か
ら
申
し
込
む
か
、講

座
案
内
裏
面
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
、持

参
、フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
む

※
申
込
書
は
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

タ
ー
、市
男
女
共
同
参
画・消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん（
光
町
１
ー

73
）に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
人
権
啓
発

情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
課

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

か
す
が
の
郷

介
護
者
教
室

　
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す
が

の
郷
は
、河か

わ
づ津
里さ
と
み美
さ
ん（
大
王
製
紙
㈱

Ｈ
＆
Ｐ
Ｃ
事
業
部
社
員
）を
講
師
に
迎

え
、介
護
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
介
護

者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
６
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　
同
セ
ン
タ
ー
か
す
が
の
郷（
塚

原
台
３
ー
１
２
９
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容

▽
お
む
つ
の
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い

て
▽
紙
お
む
つ
の
選
び
方
か
ら
基
本
的
な

使
用
方
法
に
つ
い
て

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参

加
人
数
、交
通
手
段
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
の
郷

☎（
５
９
５
）６
０
６
０

F（
５
９
５
）６
３
６
１

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社

会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）や
店
舗

や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人
が

出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以
上
収
容
）、

工
場
や
共
同
住
宅（
50
人
以
上
収
容
）な

ど
は
、消
防
法
に
よ
り
防
火
管
理
者
を

選
任
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習

会
で
す
。

日
時　
12
月
４
日
㈭
、５
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、途
中
退
席
し
た
場
合
は
、講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
同
本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員　
各
80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
４
日
㈫
以
降
、申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同

本
部
、消
防
署
、各
出
張
所
の
い

ず
れ
か
に
提
出
す
る（
郵
送
、電

話
で
の
申
込
不
可
）

※
申
込
書
は
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://fukuoka.kon1 

19.or.jp

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
本
部
予
防

課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。筆
記
と
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　
春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学

生
以
上
の
人

日
時　
12
月
14
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　
同
消
防
署（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

募　

集

募
集
し
ま
す

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

　
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど
で
保

健・医
療・介
護
施
策
の
企
画
立
案
に
携

わ
る
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

　
業
務
内
容
、応
募
要
件
、採
用
時
期
、

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
３
人

選
考
方
法　
面
接
試
験
、小
論
文
評
定

な
ど

申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
保
健
医
療
介

護
総
務
課

☎（
６
４
３
）３
２
３
７

F（
６
４
３
）３
２
４
１

hosom
u@

pref.fukuoka.lg.jp
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白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
７
期
生
募
集

　
全
８
回
の
活
動
を
通
し
て
、仲
間
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
星
や
宇
宙
の
こ

と
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
は
無
料
で
す（
実
費
が
必
要
と

な
る
場
合
あ
り
）。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生

〜
中
学
３
年
生

期
日・内
容

▽
第
１
回　
11
月
22
日
㈯

　
星
空
っ
て
な
ぁ
に
？

▽
第
２
回　
12
月
６
日
㈯

　
秋
の
星
座

▽
第
３
回　
12
月
20
日
㈯

　
冬
の
星
座

▽
第
４
回　
1
月
17
日
㈯

　
双
眼
鏡
を
使
お
う

▽
第
５
回　
１
月
31
日
㈯

　
月
を
見
よ
う

▽
第
６
回　
２
月
14
日
㈯

　
太
陽
を
見
よ
う

▽
第
７
回　
２
月
28
日
㈯

　
望
遠
鏡
を
使
お
う（
月
の
観
察
）

▽
第
８
回　
3
月
７
日
㈯

　
地
球
っ
て
す
ば
ら
し
い

時
間　
午
後
５
時
〜
６
時（
第
６
回
は

午
後
３
時
〜
４
時
、第
７
回
は

午
後
６
時
〜
７
時
）

場
所　

同
施
設（
下
白
水
２
０
９
ー

１
７
１
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
１
日
㈯
〜
９
日
㈰

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、学
年
を
伝
え

る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
施
設

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.ne.

jp

筑
紫
地
区
商
工
会

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

　
春
日
市
、太
宰
府
市
、大
野
城
市
、筑

紫
野
市
、那
珂
川
町
合
同
で「
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」を
開

催
し
ま
す
。

　
筑
紫
地
区
商
工
会
会
員（
約
７
６
０ 

０
社
）が
参
加
し
、販
路
開
拓
や
ジ
ョ

イ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス（
複
数
の
企
業
が
相

互
の
利
益
の
た
め
に
共
同
で
行
う
事

業
）な
ど
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
商
工
会
会
員
だ
け
で
な
く
、一
般
事

業
者
や
バ
イ
ヤ
ー
も
来
場
で
き
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
19
日
㈬

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

出
展
企
業　
１
５
０
社（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商
工
会　

城じ
ょ
う
ご後

☎（
５
８
１
）１
４
０
７

F（
５
７
５
）０
７
０
２

相　

談

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

県
母
子
家
庭
等
就
業・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、一
人
親
家
庭
の
福
祉
を

守
り
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、子
ど
も

の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関

し
て
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談

11
月
５
日
㈬
、12
月
３
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

11
月
12
日
㈬
、26
日
㈬
、12
月
10
日

㈬
、24
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

定
員　
１
日
４
人

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話

で
予
約
す
る

※
詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://fukuoka-kenbor 

en.jp/legal)

を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

法
テ
ラ
ス
福
岡

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時　
11
月
20
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

※
１
人
30
分
以
内
で
す
。

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５
ー
14
ー
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
す
る
た
め
、予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
福

岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
【相談日】	毎週月〜金曜日
　【時　間】	 午前10時〜午後
0時15分
	 午後1時〜4時
【場　所】	市消費生活センター
	 （光町1-73）

消費生活 信通

クレジットカード・サラ金の返
済に困っていませんか？

　数年前、生活費としてサラ金か
ら20万円借りた。その後、その返済
のために他のサラ金から借りて
は返すということを繰り返し、借
入額が130万円にもなってしまっ
た。金利が高く、いつまでたっても
返済が終わらない。どうすればよ
いか。
ひとこと助言
　支払いをそのまま放置すると、
債権者から督促を受けるだけでな
く、約束の支払期限を過ぎた場合、
支払うべき元金について遅延損害
金が加算され、返済額が膨らんで
いきます。
　正常な生活を取り戻そうとして
も、自分の力だけでは困難です。そ
のまま無理をして支払い続けるの
ではなく、まず、消費生活センター
に相談してください。適切な債務
整理方法を紹介し、債務整理相談
会の情報提供や必要に応じて関係
機関に取り次ぎます。
　債務整理をすることで、生活に
多少の制約はありますが、経済的
にも精神的にも楽になります。
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借
金
や
ヤ
ミ
金
な
ど
の
相
談

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　
「
借
金
の
返
済
が
で
き
な
い
」や「
ヤ

ミ
金
融
業
者
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
」

な
ど
、借
金
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。

○
多
重
債
務
者
無
料
相
談
ウ
ィ
ー
ク

　
県
は
、県
弁
護
士
会・県
司
法
書
士

会
と
連
携
し
、多
重
債
務
者
が
抱
え

る
問
題
の
解
決
や
救
済
の
た
め
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　
11
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
県
内
の
弁
護
士
会
や
司
法
書

士
の
相
談
セ
ン
タ
ー（
全
24

カ
所
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

　
☎（
６
３
２
）１
６
０
０

　
F（
６
３
２
）０
３
２
２

○
春
日
市
多
重
債
務
無
料
法
律
相
談

　
市
は
、市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、毎
月
第
３
金
曜
日
に
、弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈮

午
後
１
時
〜
４
時（
１
人
当

た
り
30
分
以
内
）

場
所　
男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
相
談

室

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
か
直
接
窓
口
で
予

約
す
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
光
町
１
ー
73
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
５
５（
F
兼
用
）

○
多
重
債
務
無
料
出
張
相
談
会

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合

ふ
く
お
か
は
、県
と
協
働
で
、奇
数
月

の
第
３
火
曜
日
に
、出
張
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
１

人
当
た
り
１
時
間
30
分
以

内
）

場
所　
男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
相
談

室

定
員　
３
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
組
合
ふ

く
お
か
生
活
相
談
室

　
☎（
４
８
２
）７
７
８
８

　
F（
４
８
２
）７
７
７
４

聞
い
て
安
心
。家
族
の
た
め
の

遺
言・相
続
の
は
な
し

　
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
市
民
公
開
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

　
遺
言
や
相
続
に
つ
い
て
、ク
イ
ズ
を

通
し
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、希
望
者
に
は
個

別
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
／
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
13
日
㈭（
土・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
）ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※
申
し
込
み
を
す
る
と
き
は
、午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
司
法
書
士

会
福
岡
南
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
９
１
８
）５
２
６
４

F（
９
１
８
）５
２
７
４

相
談
し
て
く
だ
さ
い

暴
力
被
害
集
中
相
談

　
暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、警
察
、弁
護
士

会
、県
暴
追
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し

て
、面
談
や
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を

行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。暴
力
団
な
ど
に

困
っ
て
い
る
人
は
、気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
福
岡
市
役
所
２

階
）

相
談
電
話
番
号

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

F（
６
５
１
）８
９
８
８

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国一斉
強
化
週
間

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
は
依
然
と
し
て
数
多
く

発
生
し
て
お
り
、女
性
に
関
す
る
人
権

問
題
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、11
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰

ま
で
の
７
日
間
を
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
と
し
、女
性
に
関

す
る
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
一
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

▽
11
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
11
月
22
日
㈯
、23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

☎（
８
３
２
）４
３
１
１

F（
８
３
２
）４
３
２
３

試　

験

自
衛
官
候
補
生
２
次
募
集

採
用
試
験
案
内

　
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）の
２
次
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
期
日　
11
月
29
日
㈯・30
日
㈰

申
込
期
限　
11
月
19
日
㈬

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春

日
分
駐
所

☎（
５
９
１
）７
４
５
０（
F
兼
用
）

そ
の
他

11
月
11
日
〜
17
日

税
を
考
え
る
週
間

　
新
し
く
な
っ
た
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（w
w

w
.nta.go.jp

）で
、「
税
の
役

割
と
税
務
署
の
仕
事
」を
テ
ー
マ
に
、税

の
役
割
や
国
税
庁
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）化
、国
際
化
に
対
す
る
諸
施
策

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
て

各
種
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
税
務
署

☎（
９
２
３
）１
４
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、「
２
」を
選

択（
プ
ッ
シ
ュ
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
ル
）し

て
く
だ
さ
い
。
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11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　
労
働
者（
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、労
働
保
険（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業

主
は
、労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
づ
く
り
と
安
定
し
た
事
業
経
営
を
図

る
た
め
、所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署・公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

☎（
４
３
４
）９
８
３
５

F（
４
３
４
）９
８
２
４

http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

ね
こ
と
も
の
会

ネ
コ
の
譲
渡
会
開
催

　
保
護
さ
れ
た
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ

で
す
。室
内
で
世
話
を
し
、ト
イ
レ
の
し

つ
け
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
完
全
室
内
飼
養
で
、家
族
の
一
員
と

し
て
生
涯
大
事
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る

人
を
探
し
て
い
ま
す
。な
お
、ネ
コ
の
引

き
渡
し
は
後
日
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
表
玄
関
前

問
い
合
わ
せ
先　
同
会

☎
０
８
０（
１
５
３
８
）７
８
０
３

nekotom
onokai@

yahoo.co.

jp※
ネ
コ
の
引
き
取
り
は
一
切
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

配
布
し
ま
す

声
の
広
報

　
市
報
か
す
が
、市
議
会
だ
よ
り
、エ
イ

メ
ッ
セ
な
ど
、市
政
、地
域
、福
祉
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
Ｃ
Ｄ（
デ
イ
ジ
ー
版
）、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
、配
布
し
て

い
ま
す
。

　
配
布
は
無
料
で
す
。希
望
者
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
方
法　
第
４
種
郵
便（
無
料
）で
郵

送

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

市民図書館から未
来
に
ホ
ン
気
！

未
来
に
ホ
ン
気
！

　11月23日の勤労感謝の日は、国民の祝日に関する法律で「勤労を尊び、生産を祝い、国民が
互いに感謝しあう日」と定められています。互いに感謝しあいながら仕事をしていくことがで
きるように、今回はワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関する本を紹介します。

　残業・休日出勤をして人生を会社に捧げる時代は過ぎ去り、誰より
も「働きマン」だった著者がどのように変わったのか。衰えゆく日本を
変えるためには、何よりも私たちの「働き方」を変えることが最も近
道である、と著者は説きます。それは、なぜなのでしょうか。その答え
はこの本の中にあります。

　「日本人の働き方を変える」という課題に挑む著者が、「産休・育休
をスキル（技能・能力）の向上期間に据える」「個人的事情は誰にでも
ある。先に支援する側に回る」など、従来の常識を覆す仕事術を伝
授。妊娠中、産休中、育休中にできること、育児と能力向上の両立な
どを解説します。

　働いているからこそできるこれからの時代の介護とは。介護の現
状と社会構造の変化、仕事と介護の両立ができる職場づくり、介護
が必要になったときのための基礎知識などを解説。３人の会社員の
事例も紹介されています。

『働き方革命—あなたが今日から日本を変える方法』
　　　　　　　　　駒

こまざき
崎弘

ひ ろ き
樹／著　筑摩書房　366.7ｺ【棚43】

『子育てがプラスを生む「逆転」仕事術　産休・復帰・両立、すべて
が不安なあなたへ』　　　小

こむろ
室淑

よしえ
恵／著　朝日新聞社　366.3ｺ【棚43】

『仕事と介護　両立ハンドブック〜コア社員の退職を防ぐ〜』　新
にった
田

香
かおり
織／著　（公財）日本生産性本部生産性労働情報センター　366.7ﾆ【棚43】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900

 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jpワーク・ライフ・バランス〜仕事と生活の調和〜

絵本はもらいましたか？

　市は４カ月児健診時に、赤
ちゃんに絵本をプレゼントして
います。１歳未満の子どもがい
る人で、絵本を受け取ってい
ない人は、図書館かたんぽぽ
号に来てください。
※春日市ファーストブック絵本

１冊プレゼント引換券（案内
ハガキ）と母子手帳を持って
きてください。

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

お
詫
び
と
訂
正
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日
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須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739 天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033 大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

11月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：19日㈬、20日㈭
▶光町：6日㈭、21日㈮

▶白水：11日㈫、12日㈬、19日㈬、20日㈭
▶毛勝：12日㈬、27日㈭

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：14日㈮
▶光町：11日㈫

▶白水：7日㈮
▶毛勝：13日㈭ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：6日㈭、7日㈮
▶光町：13日㈭、14日㈮、26日㈬、27日㈭

▶白水：13日㈭、14日㈮、27日㈭、28日㈮
▶毛勝：6日㈭、7日㈮、19日㈬、20日㈭

1日（土） ニコニコ運動会　午前10時30分〜11時30分、満2歳以上

5日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（木） ワイワイ広場　午後4時〜4時40分

8日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分〜11時30
分、場所：春日野小ときめきホール

9日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
13日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

15日（土） かんたんクッキング（あったか！手打ちうどん）午前10時〜正午、10人、150円 

19日（水）
ママの“ホッ”とタイム（シェイプ・ヨガ体操）
午前10時30分〜11時30分、10人 
※託児は7日（金）までに要申込（1人500円）

22日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
25日（火） 楽しいお話し会　午前11時〜11時30分

29日（土） かんたん工作（万華鏡）午前10時〜正午、10人、50円 
30日（日） ダブルダッチにトライ！　午後2時〜3時

2日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

5日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

8日（土） 道場やぶり（秋のクイズラリー）　午後2時〜3時

11日（火）

すくすく育児相談　午前10時〜11時30分
ママの“ホッ”とタイム（ピラティス&バレトンでリフレッシュ）
午前10時30分〜正午、12人 
※託児は5日（水）までに要申込（1人500円）

15日（土）
けかつ広場（ダブルダッチに挑戦！）　午後2時〜3時
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

16日（日） かんたんクッキング（ほくほくスイートポテト）　午前10時
30分〜正午、10人、150円 

26日（水） おはなし・だいすき　午前11時〜11時30分
29日（土） 運動遊び（わくわく卓球大会）　午後2時〜3時

30日（日） 作って遊ぼう（クリスマスアドベントカレンダーを作ろう）午後２時〜３時

5日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午
おはなし広場（しゃぼん玉さん）　午後2時〜2時30分

12日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

15日（土） 一輪車教室　午後2時〜3時30分、12人 
※雨天の場合、22日（土）に延期

16日（日）
楽しいクッキング（ホットケーキミックスで簡単ピザ）
午前10時15分〜正午、10人、100円 
親子であそぼう　午後3時〜3時20分

19日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

26日（水）

ママの“ホッ”とタイム「心も身体もリフレッシュ・ヨガ」　午前
10時15分〜11時30分、15人 　※あればヨガマット持
参、託児は19日（水）までに要申込（1人500円）
屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

28日（金） 親子で工作「オリジナル紙バックを作ろう」（2歳以上）　午
前10時15分〜11時30分、10組、50円 

30日（日）
みんなで工作（カレンダー作り）　午前10時15分〜正午、
10人、50円 
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

今月の休館日

3日㈪、4日㈫
10日㈪、17日㈪
18日㈫、23日㈰

24日㈪

児童
センター須玖 児童

センター白水

児童
センター光町 児童

センター毛勝

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（11 月 1 日（土）午前 10 時以
降に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天
候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

1日（土） 小学生映画会　午後3時30分〜4時30分

2日（日）

屋上DEあそぼ（インラインスケート）
午後2時〜3時、先着12人、手袋、靴下持参、貸し出しスケート
靴26㎝まで、スケート靴持参可　※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

5日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

8日（土） ドッジボール大会　午後2時〜3時

9日（日）
屋上DEあそぼ（インラインスケート）
午後2時〜3時、先着12人、手袋、靴下持参、貸し出しスケート
靴26㎝まで、スケート靴持参可　※雨天中止

15日（土） わんぱく広場（風船バレー）　午後2時〜3時

16日（日） わくわくクッキング（チョッパーのホットサンド）午前10時30分〜正午、12人、150円 
22日（土） 道場やぶり（スリッパ卓球）　午後2時〜3時
25日（火） おはなしなーに　午前11時〜11時30分

26日（水）
ママの“ホッ”とタイム（癒しのリラックスヨガ）
午前10時〜正午、15人 　※託児は19日（水）までに要申
込（1人500円）

29日（土） ”おやじの会”と対決（風船バレー、つなひき）　午後2時〜3時

30日（日） 作ってわくわく（マイ・フォトカレンダー）午後2時〜3時30分、先着12人、50円 
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開館日／金～日曜日　
時間／午後2時～9時

下白水209-171白水大池公園内
☎（558）9099   F（558）9023

※閉館日は星の館管理会社に転送します。
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

水に関係する星座を探そう

3

期　日 時　間 内　容
10月31日㈮～11月2日㈰

午後７時〜９時

月のクレーターを観察しよう
7日㈮〜9日㈰ 月を撮影しよう

14日㈮〜16日㈰ 宙の水族館に出かけよう21日㈮〜23日㈰
28日㈮〜30日㈰ すばるを見よう

1月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成26年12月1日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

　上記以外の天体観測もできます。昼間は太陽などを
観察できます。市ウェブサイトでは、星の館のさまざまな
情報を掲載しています。

　
広
報
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と
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し
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な
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た
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※天候などにより内容が変更になる場合があります。

北
きたはら

原  那
な　お

央ちゃん
平成25年11月3日生

（桜ヶ丘）

生
しょうじま

島  叶
と　あ

彩ちゃん
平成24年11月19日生

（白水ヶ丘）

塩
しおた

田  琴
ことや

矢ちゃん
平成25年11月23日生

（大土居）

大
おおいし

石  李
り　あ　む

愛夢ちゃん
平成25年11月24日生

（弥生）

磯
いそなが

長  優
ゆうり

吏ちゃん
平成24年11月26日生

（塚原台）

森
もりさわ

澤  樹
いつき

ちゃん
平成24年11月3日生

（星見ヶ丘）

高
たかつき

月  結
ゆ　い

衣ちゃん
平成25年11月25日生

（上白水）

田
たじま

島  辰
たつき

樹ちゃん
平成24年11月1日生

（小倉）

松
まつだ

田  治
はるま

真ちゃん
平成24年11月8日生

（原町）

溝
みぞうえ

上  和
なごみ

湊ちゃん
平成25年11月16日生

（下白水南）

主な公共施設の連絡先

春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（市役所西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
すくすくプラザ（子育て支援センター）‥ ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513�
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（9月30日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

市
の
木

ナ
ギ
ノ
キ

総人口 11万2344人
（前月＋167）

女 5万7824人
（前月＋87）

男 5万4520人
（前月＋80）

世帯数 4万6614世帯
（前月＋78）

増
転入 552人
出生 86人

その他 13人

減
転出 427人
死亡 55人

その他 2人

　春日南通りの松ヶ丘交差点付近
は、ケヤキ並木が東西に渡ってト
ンネルのように続いています。　
　ケヤキは、日本では本州、四国、
九州に分布する樹木です。木目が
美しく「他のものより目立ってい
る」意味の「けやけし」から「けやけ
き木」と呼ばれ、「けやけき」から
「けやき」へと変化していったとさ
れています。
　このケヤキ並木は、晴れた日に

県道那珂川大野城線のケ
ヤキ並木

塚原台

松ヶ丘

至大土居

春日南中学校

白水大池公園

松ヶ丘団地
松ヶ丘 6丁目

ケヤキ並木

や
よ
い
バ
ス
停
「
松
ヶ
丘
団

地
、
松
ヶ
丘
６
丁
目
」

は歩道に木漏れ日が差し、秋の美
しい紅葉を見ることができる場所
の一つです。

場
所　
松
ヶ
丘




